
巡礼女エゲ リアの闇*

辻 成 史

要 旨

筆者が長年調査 を行 って きた トルコ共和 国ム.__.ラ県 フェテ ィエ市 のエ リュデニズ地域

には、十指 に余る多数の4～6世 紀頃の教 会堂遺跡が存在するが、その中でゲ ミレル島

上の第H会 堂 には、半円形の祭室apsisを 取 り巻 くように円環 をなす小 トンネルが設け

られている。その突 き当た りには元来聖遺物 を納 めていたと思 われる棚が設け られてお

り、 トンネル左右の壁面には多数の祈願のためのグラフィッティが刻み込 まれている。

本論 はその グラフィッテ ィの解釈は まず措 いて、 この一種の地下墓所(ク リュプタ)で

ある小 トンネルの持つ祭祀的機能が どのようなものであったか を考 える。 さらにその特

異な構造 か ら必然的 となる闇の空間の もつ宗教 的、心理学的な意味 と機能 を、古代 ・中

世の文学的 トポス との関連で探 ってみたい。

キ ーワ ー ド 教 会建 築 、典 礼 、巡礼 、 洞窟 、 闇、 悲劇

1990年 大阪大学文学部を中心 として組織 された美術史 ・考古学調査隊 は、 トル コ共和

国ムー ラ県 フェテ ィエ市 の地中海沿岸、いわゆるエ リュデニズ地域一帯 に展 開するビザ
i)

ンティン遺跡群の調査 を開始 した。1995年 以降、調査 ・発掘活動は愛知教育大学に引 き

継がれて多 くの成果 を生み、現在第二 回の報告書の編纂が始 まっている。今 回は遺跡群

の中心 をなすゲ ミレル島に現在確認 されている四つの会堂の中で も、第n会 堂の祭室背

後 に設け られた トンネル状周歩廊 とその壁面 に発見 されたグラフィッティ群 を見ること

か ら論 を始めたい(図1～3)。

すでに本学紀要第2号(2002)に 発表 した論文で も触れた所 であるが、会堂内部 の祭

室正面 向かって左 に設 けられた入口か ら幅お よそ0.8m、 高 さ2mの 周歩廊 に入 ると、周

歩廊はアプスの外壁 を取 り巻 くようにカーヴす る。アプスの厚 い外壁面はそのまま廊 の
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右壁 とな り、左壁は 自然のベ ッドロックを取 り込んだ上 に雑 な切石 を積 んで造 られてい

る(図4～5)。 天井 は比較的小 さな石材 を用いた浅い ヴォール トで覆われ、窓の よう

なものは設 けられていない。 トンネルは身廊側か ら見て入口 と対称 の祭室向かって右 ま

では貫通 してお らず、半円周のおよそ4分 の3く らい入 った ところで外部か ら張 り出 し

ている大 きなベ ッ ドロックの斜面 とぶつかって行 き止 まりとなる。突 き当た りに露出 し

ている岩面 には、高 さ1メ ー トル余の所 にほぼ三角形の不整形のプラ ンをなす棚が切 り

込 まれれ、そ こにはかつて この会堂 ととなん らかの関係 を持つ聖人の聖遺物が安置 され

ていた と推測 される。棚の開口部周辺の壁 と天井には、その部分 と トンネル通路の間を
2)

仕切 っていた、おそ らくは格子のような ものが嵌め込 まれていた痕跡がある。

先の本学紀要論文中にも触れた ように、 トンネルの左右の壁 の漆喰面には多数の グラ

フィッティが刻 まれてお り、中には物語場面 と思われるもの、あるいは象徴的なクジャ

クを描いた もの もあるが、大部分は船 を表 してい る。その一つで入口近 くの左 の壁上に

刻 まれた比較的大 きなグラフィッテ ィには、マス トの船首寄 りの傍 らに立つ異貌の人物

の4分 の3半 身像が見 られる(図6、8)。 この ことか らここに祀 られた聖遺物が、航

海者の守護聖人であった聖ニコラオスになんらかの関係があることが推測 される。周歩

廊壁面上 に確認 される十数個 のグラフィッティの大半が船であることはこの推測 を強化
3)

する。 小 アジアの地中海 ・黒海の沿岸 には、 ビザ ンティンか らオスマ ン期にかけての船

のグラフィッティが多数残存 しているが、 ゲミレル島におけるこの グラフィッテ ィは、

船の形状、 さらには聖人 と思われる人物の特異 な面貌か ら、おそ らく4世 紀後半か ら遅

くとも600年 以前 に描かれた もの と推定 される。 とくに一一本マス トに張 られた巨大 といっ

て もいい大型の方形 の帆 と船首の吃水線の辺 りに突出 した衡角状の部分 は、400年 前後
4)

の画像資料 との比較 に も耐 える古代風 の ものである(図7)。 ここに見 る船上 に立つ守

護聖人 とおぼ しい人物の表現は、おそ らくは東地 中海における聖ニコラオス崇敬 を証す
5)

る最初期 の画像例であ り、 この点で この発見 には意義深い ものがある。

****

グラフィッティの一見 して まことに稚拙、粗放 な様式 も、捉え方 によっては会堂 とそ

の周辺の遺構 の年代 を考える上で重要 な研究課題であるが、その議論は他の機会に譲 り、

今回は考察 をむ しろこのイメージの此方、す なわちこれ らグラフィッティが刻 まれてい

る周歩廊 とい う特異 な空間に向けるこ ととしたい。第一 にはこの周歩廊空間の歴 史的特

異性 はどこにあるか、第二 にグラフィッティが刻 まれた後にここを訪れた人々は、それ

をどの ように見ていたのか、 とい う二点に重点をおいて考えてみたい。 とくにこの特殊

な空間への観者の身体的関与 とい うことを重視 したい。

第一の問題に関連 し聖人の崇敬に関係す ると思われるグラフィッテ ィがこの ような場

に刻 まれた こと自体 は、まった く議論の必要のない 自明なことともいえよう。つま りこ
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の周歩廊 は聖人の聖遺物 を祀 ってあるとい う点で非常に特定化 された空間であ り、それ

ゆえ聖人に対する祈願 を籠め、加護 を求めてここにご刻 んだに違いない。 しか しこの解

答が極めて便宜 的なものであることは明 らかである。一・歩踏み込んで、なぜにこの よう

な特殊 な形態の空間 途中で行 き止 ま りとなっている トンネル形周歩廊 が必要 と

されたのかを考 えるな ら、答 えはそれほど容易ではない。

初期 ビザ ンテ ィン ・初期 中世会堂建築のほとん どに、その会堂が記念す る聖人に関わ

る聖遺物 を納める特殊 な空間が設定 されていることは よく知 られている。 しか しその形

態、それ と会堂本体 とくに身廊 や祭室部 との構造的関連は必ず しも一様ではな

い。あるいは地下の小礼拝堂、いわゆるクリュプタを祭室の直下に設ける、あ るいは祭
6)

室 を取 り巻 く周歩廊 を設 けてその中に祭壇 を置 く。 当然なが らこのようなクリュプタは

形態 と機能の両面で古代 末期～初期キ リス ト教時代の墓所のそれを継承 している。最初

期の著名 な例を引 くなら、 コンス タンテ ィヌス大帝によって建造 された最初のキ リス ト

教大バ シリカである聖 ピエ トロ大聖堂は、それ以前か ら存在 していた聖ペテロの墓所 の

上に祭室が築かれ、やがて教皇大 グレゴリウス(在 位594-604)に よってそこに特異な
の

環状 クリュプタRingcryptaが 設けられた。 このように祭室直下に設け られた クリュプタ

と墓所 との関連は、その後東 ・西の地中海世界 の多 くの中世会堂 に引 き継がれて今 日に

伝 わってい る。 しか しこのゲ ミレル島第二会堂 に見るような周歩廊形式の場合、5世 紀

以前 に遡 るプロ トタイパ ルな例 との関連はそれほど直線的で もな く、理解 しやすいもの

で もない。

コンスタンテ ィヌス大帝の造営のうちで周歩廊の存在が明瞭なのは、イエルサ レムの

聖墳墓会堂に見 られるいわゆる 「アナス タシス」の記念堂であろう。 シャルル ・クアス

ノ ンに よる戦後の調査、その他近年の研究 に基づいてい うなら、キ リス トの墳墓 とされ

るグロットspeluncaは 、聖墳墓会堂に接する直径お よそ35メ ー トルの円堂 古代末期
8)

の呼称 に従 えば 「アナス タシス」 の中心 に置かれていた(図9)。 円堂外壁 には、

周歩廊 に向かって三ケ所 に小 さな祭室が開かれていた。グロッ トは円環状 の柱列 に取 り

巻かれ、聖墳墓が彫 り込 まれた岩 自体は、 さらに小柱列がこれを取 り巻いていた。小柱

列の上 には円錐型の屋根 を持 った天蓋が架せ られ、正面はこれ と一体 になって神殿風の

破風 を戴 くエデ ィキュラを形成 していた。小柱列の正面の柱 問にはおそ らく青銅製の格

子扉が嵌め られてお り、グロッ トの内部を格子の手前 と奥の二つの空 間に分けていた。

図10は 一昨年本学紀要で発表 した論 中で も引用 した現 ヴァティカン美術館蔵の木製小箱

(6世 紀)蓋 裏面 に描 かれた図像 の一部である。箱 にはイェルサ レムに詣でた巡礼が持

ち帰 った と思われる聖地 で採取 した泥 と石片が納め られてお り、図像 はその頃聖地で見

られたキ リス トの生涯の事績 にちなんだ各種 の建造物が描かれている。本 図はキ リス ト

の墓に詣でる聖女達 とそれ を迎 える天使 を表 しているが、そ こに描かれた聖墳墓 は明 ら
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かに当時のアナス タシスの実情 を模 している。4世 紀の巡礼女エゲリアの記す ところで

は、司教 のみが この格子扉の奥に入れた ようで、おそ らく一・般の信者は格子越 しに聖墳

墓を覗 き見た ようである。6世 紀頃か ら今 日に伝 わる画像や 中世の巡礼の記述 を勘案す

るな ら、 グロッ ト最奥部に置かれた聖墳墓 その ものは、正面がアーチ状 を成 し、その前
9)

面に供儀 のための小祭壇 あるいはメンサが設け られていた。

通説によれば本来この聖墳墓 は 「ユ ダヤ人の習慣 として」一個 の大 きな岩に彫 り込 ま

れていた多数の墳墓群の一つであったが、 コンス タンティヌス大帝の造営の際他の墓は

削 り取 り、いわゆ る聖墳墓 のみを円錐状 に残 したことになっている。露 出 した大 きな自

然のベ ッ ドロックに複数の墓 を掘 り込むことが何故ユ ダヤ人の習慣 とされたかは知 らな

いが、 これは東地中海世界、 とくに小 アジア沿岸地域 にはごく普通に見 られる古代 末期

墳墓 の形式であ り、エ リュデニズ地域で もこの種 の墳墓群が数多 く観察 される。

以上の ようなアナスタシスの円堂 とその中心 に置かれた聖墳墓のグロッ トの形状 を綜

合 して考えるな ら、 まず明 らかなのは、 アナス タシスの円堂外壁 と内部の大柱列 によっ

て形成 されていた周歩廊は、単に大規模であったばか りでなく、 また極めて開放的な空

間であったことである。 また周歩廊 に向か って複数の小祭室が開かれている例 も、 よく

知 られた ローマ市ののいわゆる聖 コス タンッァの廟堂 をは じめ、多数挙げることがで き

る。 また諸説 によれば、アナス タシスの円堂の中心 は吹 き放 しの空間であった とも、あ

るいは円蓋 に覆われ、それを支えるタンブールに採光窓が設け られていた ともいわれる。

これ以後地中海世界に数 えきれぬ程建造 された円堂形式の記念堂 は、その多 くが このよ

うな周歩廊 を備 えていたであろう。そのまた多 くは多数の巡礼が隊 を成 して入場 し、そ

の中心 に置かれた聖遺物 を拝見 した り、あ るいはこのアナス タシス円堂の ように墓所 の

内部 を窺 うこ とを想定 して造 られてお り、周歩廊 はその ような 目的にまことにうってつ

けの空間であった。

そ こで起る疑問は、振 り返って、何故 このゲ ミレル島における周歩廊がか くも暗い空

間として形成 されたか、 とい うことである。入 り口か ら最奥部 まではそれほどたい した

距離ではない。 しか し、入 り口開口部の周囲が ほとん ど崩壊 し、加えて天井 ヴォール ト

の石材が一部落下 して天窓のような効果 を果た している現況において も、なおその最奥

部 は昼 間で も相当に暗い。壁面上 のグラフィッティはもちろん、聖遺物 を納めた と思わ

れる棚の周辺 は懐 中電灯 を用いなければ細部を観察す ることが出来ない。

まった く採光のための開口部 を持たない トンネル形の周歩廊で初期 ビザ ンテ ィン時代

か ら今 に残 る例 はそ う多 くはない。ユスティニアヌスの創建 にかかるコンス タンティノ

ポリスのアギア ・イレーネの、 シンス ロノンの外壁 にそってその基底部に穿たれた トン

ネル形周歩廊 は、今 日簡単に観察 できる例の一つである。 しか しこれがいつの時代の も

のであるか、 また本来 どの ような機能を果た していたものかについては、 まだ十分資料
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を渉猟 していない し、正確 にはゲ ミレル島にお ける周歩廊 とは、会堂本体 との関係や構
10)

造 を異 にしている。

この ような一般的状況 に反 して、ゲ ミレル島においては第H会 堂の他に も第1と 第皿

会堂には、 アプス外壁東側 に周歩廊 というよりはむ しろ小礼拝所 というべ きヴ ォール ト

で覆われた空間が設け られ、 しか も参拝者は身廊 の軸部を横切 ることなく、側廊か らこ
11)

こに入場 できるようになっている(図ll～12)。 興味深いのはここで も採光のための開

口部のあった明 らかな形跡の認め られない ことである。これ らの空 間に入 る参拝者は、

少な くともランプを手 にした先導者に導かれなければ昼間で も足下が危 うく、聖遺物 を

実見することも出来なかったであろう。あるいは またこのような至聖所 は、以下 に論 じ

るベ ツレヘ ムの聖降誕会堂の グロ ットがそ うであった ように、常夜灯の ようなランプに

よってその中核部分のみが照 らされていたであろ う。それに して も、ゲ ミレル島第H会

堂の周歩廊が、その円環上の形態 においては多数の巡礼者 を導 くための初期 円堂式記念

堂の周歩廊 に類似 しているにもかかわ らず、それが明るい外部か らはいっさい閉ざされ

た、いわば闇の空間 として造 られたのは何故であろうか。

1991年 のボ ンの学会でベ ア ト・ブレンクは、初期キ リス ト教時代の至聖所 について、

誰が どのように して聖遺物 に近付 き得 たかを詳細 に論 じた。彼 はこの ように周歩廊 と地

下墓所 の機能を併せ持 った空間を環状 クリュプ タと呼んで詳 しく論 じたが、彼の説 によ

れば地中海世界 におけるその もっとも早い例は、教皇大 グレゴリウス よって改造 された

ローマの聖 ピエ トロの地下の至聖所 であ り、その影響 はローマ市を中心 に見 られる とし
12)

た。 ブレンクはこれ をグレゴ リウスの独 自の発想 に基づ くとしてい る。ゲ ミレル島に

おいてひ とつひとつの周歩廊 の年代が決定 されていない今、断定的 な議論は出来ないが、

果た して教皇グ レゴリウスの時代以前、す なわち6世 紀末～7世 紀初頭以前 に環状地下

墓所は存在 しなかったであろうか。む しろ本来のパ レスティナの聖地における体験か ら、

環状地下墓所 はまず東地中海において形成 された とい う仮説 は許 されないであろうか。

ここでは とりあえず、周歩廊お よびその中核 を成す至聖所 としての墓窟を備 えた 「アナ

ス タシス」円堂 に注 目し、環状地下の墓所 は両者 の機 能を兼ねて造 られたのではないか

という推測 に立 って推論 を進める。

その理由として第一 に、第H会 堂 自体がゲ ミレル島におけるおそ らくもっとも古 く大

規模 なネクロポ リス との関連 において建て られているこ と、第二に、 この周歩廊はその

然 るべ きところに出口 を持 たず行 き」Lまりになっているが、そ こを遮っている巨大な

ベ ッ ドロックの斜面 は、会堂の建設以前か らなん らかの墓窟がそ こに穿たれていた可能

性が高い。 なぜ なら、今 も会堂周辺の断崖や岩の斜面には、岩塊や岩壁に穿たれた多数

の墳墓が見 られ、先 に 「棚」 と記述 した周歩廊突 き当た りの凹所に、会堂建設以前にな

んらかの形の墳墓が存在 していた可能性 は否定で きない。ちなみに会堂周辺か らは4世
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紀後半か ら5世 紀初頭 にかけての貨幣二枚が発見 されてお り、 このネクロポ リスの起源
13)

は、遅 くとも4世 紀後半 に遡 ると思われる。

ここで考察 を一歩進め、 この ような闇の至聖所 は、その起源 において必ず しも墓所 に

限られたものでなかったことに注 目したい。その もっともよい例 は、聖墳墓教会の 「ア

ナス タシス」 と並 んで、 コンス タンテ ィヌス大帝によって建設 され、今 日まで信者の崇
　の

敬の的 となってい るベッ レヘムの聖降誕教会内のキ リス ト降誕の グロッ トであろ う。

この至聖所 も、ヴ ァンサ ンとアベルの研究以来今 日まで頻繁に論 じられてお り、それ ら

の成果 と多 くの画像資料 をもとに初期キ リス ト教 ・初期 ビザ ンティン時代の構造 を容易

に再建す ることができる。 クラウ トハイマーの記述 によるなら、 コンス タンテ ィヌス大

帝 は巨大なバ シリカの東 に接 して八角堂 を置いた(図13)。 八角堂の床はバ シリカの床

面 よ り階段七段だけ高 く、身廊 ・側廊 とはアーチで連結 されていた。八角堂の中心には

円形の開口部が在 り、床か ら三段上が ったところにその開口部を巡る手摺がつけ られて

いた。 さらに六世紀 になると、八角堂 は東 と南北 にアプスが突出 した、三葉形をなす集

中式 プランの空間に置 き換 えられた。

グロッ ト自体は左右両側面に開口部 を備 え、そ こか ら階段 を通 ってグロッ ト内部 に降

り立つ ことがで きた。 グロ ット内部の東正面軸上 には降誕の洞窟、その南脇 には幼児キ

リス トが寝か された飼 い葉桶(ク リッペ)の 聖遺物、 さ らに北脇 にはヘ ロデの軍勢に

よって虐殺 されたべツ1/ヘ ムの無垢 の嬰児のための墓所が見 られた(図14)。12世 紀 に

作 られたコプ ト語写本Paris,Bibl.Nat.Copte13の 挿絵 は岩穴の中での降誕の場面 を表 し

ているが、 グロッ ト左右 の開口部 と、その一つを通 して内部の様子 を窺 う羊飼い達が描

かれている(図15)。 先 にも述べたようにベ ツレヘムの降誕教会の聖所 としての グロッ ト

も、 とくに6世 紀以降その内部はほ とんど開口部 を持 たぬ闇の空 間であったろう。訪な

う巡礼者のために要所が上か ら釣 り下 げられた常夜灯 のようなランプで照 らされている
15)

様子 は、今 日に伝わる画像 ・工芸品の類いから想像することがで きる。

4世 紀後半、はるばるスペ インの地か らパ レスティナの聖地 を訪れ、そこを拠点 に三

年に亘 って東地中海奥地の聖地を訪ね歩いた巡礼女エゲ リアの 日記は、古代末期 におけ

る巡礼活動や聖地における典礼 などを知る上で極めて重要な資料 として早 くか ら多 くの

研究が成されている。その巡礼活動のクライマ ックスの一つ は受難週か ら復活祭、 さら

に復活祭後 に至 る諸 々の祭儀への参加である。 この期 間の聖地における典礼の主たるも

のは、昼 間よ りはむ しろ夜問に執 り行われた。 とくにエゲ リアのようにこの聖地で復活

祭を祝 うため遠隔の地か らはるばる旅 して きた巡礼者達は、椋欄の 日曜 日以降ほ とん ど

連 日、夜明け前の闇の時刻、 ときには夜半か ら黎明に至るほぼ徹夜 の典礼、 ヴィジルに

参加 している。い うまで もなく、福音書中の受難物語そのものが、ゲ ッセマネでの祈 り

をは じめとして しば しば夜の出来事 を扱 っているということがこの根拠にある。 さらに
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このようなヴィジルが服喪の儀礼の一部であったことに疑い を挟む余地 はない。我が国

の仏教信仰 にお ける通夜 の儀礼の ように、徹宵 して死者 を悼む習慣 は人類 の文化 の多 く

に見 られる。

しか しなが ら、キ リス ト教の場合、 と くに復活祭のヴィジル を、単純 に死者の追悼 の

みに関連 させ るわけには行かない。何故な らそれは単 に死 を悼 むばか りでな く、 またそ

の復活を待 ち望 む再生の祭儀でもあるか らである。聖地のグロッ トの闇の空 間は、単に

死 と関連 させ られたばか りでな く、キリス トの誕生、さ らには新 しい生命に向かっての

復活 を祝 う重要 なインス タレイシ ョンで もあった。巡礼女エゲ リアの闇は、 肉体 をま

とった神 の死のみな らず、 また神の受 肉としての生誕 とも深 く関わってい る。初期 キリ

ス ト教にあって、 こうした深夜 の闇あるいは至聖所の闇に課せ られた両義性が もっ とも

端的に窺えるのは、 あのイエルサ レムのキュリルスの詳細な洗礼志願者のための説教で

あろう。聖地で復活祭の黎明に執 り行 われた洗礼 の儀式 こそ、死 と再生の両者 に関わる
16)

闇 の儀礼 であ っ た。

****

この ような闇の中での死 と再生の儀礼が、キ リス ト教以前の古代地中海世界における

諸宗教、 とりわけ各種の秘儀宗教 に重要 な先例 を持 っていることは、20世 紀初頭以来多

くの研究が示 してきた。それ につ けて も、古代文学の領域 において も、闇に帰せ られた

この ような両義性が、悲劇の恋人達 という特異な文学的 トポスを形成 したことは興味深

い。それに よれば闇の墓所 は、 この世 で結ばれ なかった恋人達が死 によって結 ばれる悲

劇的愛の場 でもあった。 ソフォクレスの 『ア ンテ ィゴネー』は古代 におけるその原形の
ユの

ひ とつ であろう。 叔 父ク レオン王の命にそむいて兄弟の亡骸 を手厚 く葬ろうと した亡

きエデ ィッボス王の娘アンティゴネーは、罰 として市外 の淋 しい ところ(εPημo⊆)に在っ

た岩に穿たれた墓 に幽閉され、僅 かの食物 をあてがわれて死 を待つ ように命 じれ られる。

ソフォク レスはその墓 の形状 についても悲劇のそ こか しこで言及 してお り、それ らを総

合す るな ら、それはおそ らく自然の岩盤に穿たれた洞窟であ り、入口はごく狭い岩の裂
　ラ

け 目で あ った。 そ こか ら内部 を窺 が った り踏 み入 った りす るこ とも出来た よ うで あ る。

一 方 ア ンテ ィゴネー は、 す で に ク レオ ン王 の息 子ハ エ モ ンと婚 約 してお り、 そ の婚礼

も間近 で あ った。 幽 閉 に よる死 を宣告 され たア ンテ ィゴ ネーが 、 その引 か れて ゆ く場所

を 「あ あ、 墓 よ、 そ こが花 嫁 の居 間 で、 いつ も見 張 りのつ い た掘 り抜 きの 牢屋 なの だ」

(おτbμβo⊆,〔δv℃μφ6tov,おKα τασ1(αφh⊆oτKησt⊆αtε⑩o℃ρo⊆...,890-891)と 叫 び、 コ ロ

スはゼ ウス の胤 を宿 した ダナエ の例 を引 いて、 「ダナエ の姿 さえ、 輝 く空 の光 に訣 れ 、…
ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ ヘ へ

墓 に等 しい花 嫁 の部 屋 に閉 じ込 め られ て 隠れ て い たの だ」(Kρbπ τ0雌Vα 麗VτUμ βhρεt

θαλ帥 ωKα τεζεbzθη,948)(傍 点 筆 者)と 歌 うの は この ため で あ る。 ア ンテ ィゴネ ーの

死 の墓 は 同時 に花 嫁 の部屋 で あ った。 中世 キ リス ト教 の時代 にな る とこの θαλαμo⊆は、
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聖母がそ こで受胎 を告知 される彼女の居 間を指す ようになることも思い出 しておきたい。

やがて許嫁の幽閉 を知 ったハエモ ンは、父王 と激 しく口論 し、怒 って宮殿 を走 り出て

許嫁 の閉 じ込め られている墓 に向か う。 ソフォクレスはそれがいつ どうして起 こったか

につ いては語 らないが、ハエモ ンがそこで見た ものは、すでにr死 を遂げたア ンテ ィゴ

ネーの亡骸であった。錯乱 したハエモ ンは、駆けつ けた父王に剣 を抜いて切 りつけ よう

とす るが果たせず、その刃 を自分の脇腹 に突 き立 て、ア ンティゴネーの骸 にとりすが り、

自らの血潮 を浴 びて死ぬ。

ソフォクレスの この悲劇の恋人たち とい う トポスは、おそ らくすでに古代 口承 文学の

中で形成 されていたであろうし、 またそれ 自体が原形 となって多 くの類似の物語 を生ん

だ と思われ る。その うちの今に伝わる例であ り、古代 ・中世 に多 くの画像 を生んだのは

オヴィディウスの 「変容課』中に語 られている 「ピラムス とテイスベ」の悲劇であろう。

さらにこの伝統は、マ ッテオ ・バ ンデ ッロのような盛期ルネ ッサ ンス ・イタリアの文学
ユ　　

者 に引 き継がれ、ついにはシェイクスピアの『ロミオとジュ リエ ッ ト』を生むに至った。

イタリア ・ルネ ッサ ンス文学 とシェイクスピアの関係 を除いて、 これらの作 品間の直

接の影響関係 を充分 に証明することは出来ないが、そこには明 らか にい くつかの共通 し

た要素が認め られる。第一 に 「ア ンテ ィゴネー』、「ピラムス とテイスベ』、『ロ ミオと

ジュリエ ッ ト』に共通 しているのは、悲劇の主人公達がそれぞれの生家ばか りでな く、

住み慣れた町か らも離れた ところへ赴 く羽 目になることであ る。上述 のようにア ンテ ィ

ゴネーの幽閉 され る墓 は 「荒野(印 斉μo⊆)」にあった し、 ピラムス とテイスベ は夜 の静
　の

寂の訪れる とともに家を出、町の郊外の一本の桑の木蔭で待 ち合 わせ る。 「ロ ミオ と

ジュリエ ッ ト』に関 しては、彼等が最後 を遂げる墓所が市街地 に対 して どうい う位置に

あったかは具体的 には語 られていない。 しか し一・説 によればシェイクス ピアは 『真夏の

夜の夢』の上演 に際 し幕間狂言 として 「ピラムス とテイスベ」のパロデ ィー を演 じたと
　ユ　

されてお り、 ジュリエ ッ トの墓の在 り処 は暗黙 にヴェローナ市の市中ではな く郊外 と

されていたことであろ う。

さらに三つの悲劇 のいずれにおいて も、恋人達 の赴 くところはいずれ も闇、あ るいは

陰(umbra)の 支配する場 である。ア ンティゴネーの幽閉される墓所は岩に掘 り込 まれた

洞窟である。 ピラムス とテイスベが待 ち合 わせ を約束 し、遂 には死 を遂げる場所 は伝説

上のペルシャ王ニノスの墓の傍 らの高い桑の樹の陰(umbra)で ある。 またそれ以前にテ

イスベ はライオンの出現 に恐れて洞窟に逃げ込み、そ こに上着 を残 したのが悲劇の もと

となる。 しか し本論の主旨に立ち帰 って考 えるなら、この陰(umbra)が 、本来であれ

ば恋人達が最終的に結 ばれ愛の成就するはずの場所であった ことは重要である。そ うで

あれば、 このumbra自 体 は必然的に死のみを意味する ものではなかろ う。

恋す る女性がやがてまた剣で 自らを貫ぬ くことになるあのアエネーアスとディ ドーの
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悲話(『 アエネーイス』IV)に しても、彼等が初めて結ばれたのは狩の折 りに突然の嵐を

逃れて入 った洞窟の中であった。その嵐 と洞窟(spelunca)は 大地母神テルスで もある

ユーノーが設 けた愛の闇であ り、ウェーヌスが秘かに企んだ彼女の死 は、神々にす ら予
22)

測 されていなかった。 これ ら悲劇の恋人達の出会 いと死の場 となった洞窟は、今 また

姿を変えてキ リス トの降誕 と葬 りの場 ともなった。人が生命 としてこの世に現れ出、 ま

た死 をもってこの世 に別れ を告げる、その往還 の場 であ り、闇こそはこの往還の本質的

属性であった。

****

古代末期のキリス ト教 における闇の多義性 を、古代以来の文芸の伝統の中に探 って き

たが、 ここで もう一度ゲ ミレル島、あるいはパ レスティナの聖地の至聖所 の空間に立ち

帰 り、その中での視覚体験が どの ような ものであったか を考 えてみ よう。先 に触 れた よ

うに、元来 これ ら至聖所 の大部分は採光窓を持 たず、 ランプや蝋燭 による照明がなけれ

ば まった くの闇であった。 ようや く中世になって、聖墳墓教会において一部の巡礼が聖

墳墓 にランプを献 じることが出来る ようになった。 しか し初期 キ リス ト教か ら初期 ビザ

ンティン時代 にかけての至聖所の内部は一般人にはまった くの闇であ り、司教 とか特別

の地位 あるもの、あるいは職業化 した番人だけが内部 に入 り、照明の下で聖遺物を実見
23)

し得た と推定 されてい る。

ほとん ど照明 を欠いた至聖所の闇は、訪れる人 にどの ような心理的、 また知覚上の影

響 をお よぼすであろうか。今 日の精神病理学が一般に説 くところによれば、視覚的刺激

がほとん ど消失 した状態は一種の感覚遮断の症状 を引 き起こす。その状態が長 く続 くと、

しだいに意識野が狭 まって来るが、そこで特定の刺激 を与えた り、あるいは特定の対象

に注意 を集中 させる と、一・時的な講妄状態に陥る。それ は事実上催眠に陥った状態 に近

く、その状態で何かを語 りかけ られた り見せ られた りす ると、言語や表象=イ メージを
24)

通 じて伝 え られている内容 と現実 との区別がつ き難 くなって くる。

報告者 自身 も、かつてテサ ロニキのオシオス ・ダヴィ ドの教会で、宵闇の迫 る聖金曜

日のヴィジルの際、多 くの、 とくに女性の信者が、司祭の背 に背負 われて埋葬場 に向か

う(と 想定 された)キ リス トのイコンに対 し、涙を流 しなが ら香油 を振 り掛 けるのを目

撃 したことがある。 これ を催眠状態 と呼ぶのは相応 しくないかも知れないが、長時間に

亘 る交諦歌、詩編の朗唱、香の煙 り、そ して深 まる夜の闇と同時進行する受難物語の典

礼的演 出に、感 じやすい信者があたか も実際にキ リス トの受難の場面 に居合わせている

ような心理になったことは容易 に想像 され る。 ところで まった く同 じような現象がエゲ
　ら　

リアによって記述 されているのはまことに興味深 い。 聖金曜 日の朝 まだ き、闇の中に

最初の鶏鳴 を聞 く頃、大勢 の巡礼達 は200本 以上 の蝋燭 の光 を頼 りにゲ ッセマ ネの園に

下 り、そ こで司祭がキ リス ト逮捕 の福音書箇所 を朗読 した。すると巡礼達 の問か ら次第
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に嘆 きの声が高 ま り、ついには全群集が大声で泣 き出 し、その声 はイェルサ レムの市街

地にまで聞 こえた とい う。それ以外 の何 ケ所かにおいて も、受難節の各時点で、悲 しみ

に嘆 き、泣 く信者 の様子が触れ られている。 この ような一種の感情移入 ともい うべ き現

象が起 るについては、そこに受難節の闇が重要 な背景 を成 していると考えるべ きであろ

う。

再び精神病理学者のいうところに帰るなら、 この現実 と表象=イ メージの混同は、イ

メー ジが与え られた、その特定の時、特定の場でだけ起るものではない。一例 として、

夜間周囲が薄暗 くなると共に一部の老人に起 る興味深い症状がある。老人は昼間光のあ

るうちは普通 に暮 らしているのだが、宵闇の迫 ると共 に意識の統覚力が弱 ま り、次第に

過去の記憶つ ま り自分 自身の内部にある表象 と現実 の区別がつかな くな り、その記憶 に

左右 された奇妙な言動 を始める。例 えば、 もうとうの昔に辞めた職場 に行 くのだと主張

す る。あるいは、かつて大洪水 を経験 した患者 は、夜 になると洪水が来る といって押 し

入れに隠れた りす る。この場合は外か らその時与え られた表象ではな く、 自らの内に蓄

えられた記憶の表象が現実 と等価 のものに転化するのである。

ところで、H.ベ ルテ ィンクはその近著 「イメージの人間学。イメージ学の企 て』の

序章 「イメージ と身体の中間 としてのメディア:主 題へ の導入」の中で、 メデ ィアを

我々の身体の属す るこちら側 と、様々な表象～ 観念の属す るあちら側の境 に立つ ものと
26)

し、三者の関係 を巧みに分析 してみせ て くれた。 問題 とされるのは外的 ・物質的イメー

ジばか りではな く、内的 ・心的イメージの生産である。ベルティンクのいうメディアは、

彼方の 「ここにはない」 ものの諸 々のイメー ジー一想像 された場 面、遠 い記憶、観念

等々 が、現実の 「ここにある」 イメージと同等 の互換 性をもって力を振 るう場で も

ある。あのス ウェーデ ンの聖女ブ リギ ッタは、降誕の場面 を目撃す るためにわざわざベ

ツレヘムの地 まで旅 し、降誕のグロッ トの闇の中に座 して、は じめて聖母がキ リス トを

出産する経過をつぶさに見ることが出来た。 ここにメディアとそれが享受 される場(10(US)
　の

の重要な関係が潜んでいる。

現代のメディアの場 としての闇の問題の論究は、未だ始 まったばか りである。 しか し

我 々はどうや ら、あのゲ ミレル島の トンネルに刻 まれたグラフィッテ ィが訪 れる人にど

う見 えたか という疑問 に対する答えの端緒 をつかみかか っているようである。近代の美

術 史学的視点か らす るな ら、あの グラフィッテ ィは余 りにも素朴、粗放な作品に過 ぎな

い。 しか し暗闇の中、小 さなランプを掲 げてそれ を描 き、また揺れ動 く灯火の下でそれ

を見た古代 末期の船乗 り達 には、それは実 に活 ける身体 を備えたイメージと映ったに違

いない。聖遺物の置かれたその闇は、 また物語の中に去ったはずの聖ニ コラオスの姿 を、

活ける もの、彼等 と同 じ身体 を備 えた もの、それでいて生 と死の往還 に立 って彼等 を守

るものとして目の当た りに しうる、聖なる奇跡の場で もあった。

‐is‐
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注

*本 稿 は最初2001年3月 立命館大学でH.ベ ルテ ィンク教授 を招いて行 われた シンポジウム 「身

体、 メデ ィアそ して イメージ」、お よびそれに続 いて同年5月 に神戸大学で行われた第45回

美術 史学会全 国大会 における口頭発表原稿 に、最 近になって加筆、訂正 を行 った ものである。

原文が 口頭発 表原稿 であ った ため 、充分 に論理的整合性 を備 えた報告 とい うよ りは、研 究

テーマの将来 に向けての大掴み な展望 という形 になっている。 しか し、本稿 はこの口頭発表

以後 に刊行 された古代 末期 にお ける 「闇」 の表象 をめ ぐる以下の二編の拙論の前提 をなす と

いう意 味で、あえてその まま掲載 させ ていただ くこととした。

1)"NotesfromtheFieldinOludeniz,Mugla,T.C."(withanExcursionbyM.Yoshimatsu,

『大 手 前 大 学 人 文 科 学 部 論 集 』2,2002,pp.1-26.

2)"AeneasintheDarkness‐ObservationsontheMiniaturesoftheVaticanVirgil-"『 古

代 末 期 の 写 本 画 古 典 古 代 か ら の 伝 統 と 中 世 へ の 遺 産 』(=平 成11年 度 ～ 平 成13年 度

科 学 研 究 費 補 助 金 研 究 成 果 報 告 書(研 究 代 表 者 越 宏 一)),2003,pp.109-115.

1)Tsuji(ed.),TheSurveyofEarlyByzantineSitesinOliidenizArea(Lycia,Turkey):TheFirst

PreliminaryReport.(『 大 阪 大 学 文 学 部 紀 要 』35号,1995)

2)T.Masuda,"ChurchIIonGemilerAda,"inTsuji(ed.},FirstPreliminaryReport,p.64.

3)Tsuji,『 大 手 前 大 学 人 文 科 学 部 論 集 』2,2002,pp。ll-14.

4)J.H.Pryor,Geography,Technology,andWar.StudiesintheMaritimeHistoryofthe

Mediteyyanean,649-1571,Cambridge,U.K,1988.こ こ で の 引 用 は1992年 の ペ ー パ ー バ ッ ク

版 か ら 。 古 代 ～ 古 代 末 期 の 帆 船 に お け る 方 形 の 帆 の 使 用 、 そ の 他 の 特 徴 に つ い て は よ り 最

近 の 次 の 書 に 詳 し い 。J.H.Pryor-E.M.Jeffreys,TheAgeofthedPOMS2N.TheByzantine

Navyca500-1204,(Leiden-Boston,2006},esp.pp.123-161.

5)1,Malkog-Sh.Tsuji,"PreliminaryReportontheExcavationsinOliieniz,Lycia,byFethiye

Museum,theMinistryofCulture,Turkey,duringI999-2004",、41-R瞬4α%,XXVr,2005,pp.

1-24.esp.pp.12-14,figs.20a-c.こ の グ ラ フ ィ ッ テ ィ は 、 今 年 イ タ リ ア の バ リ 市 で 開 か れ る

聖 ニ コ ラ オ ス を め ぐ る 大 展 覧 会 カ タ ロ グ 中 で 、 フ ィ レ ン ツ ェ 大 学 の バ ッ チ 教 授 に よ っ て あ

ら た め て 紹 介 さ れ る こ と と な っ て い る 。

6)G.Matthiae,"Cripta,"Enciclopediadell'arteantica,Val.2.,1959,p.936.

7)S.PietroinVaticanoに お け る 環 状 ク リ ュ プ タ に つ い て はB.Brenk,"DerKultort,seine

ZuganglichkeitandseineBesucher",AktendesXII.InternationalenKongressesfur

ChyistilicheArchaologie,Bonn,22.-28.September1991,Part1(Munster,1995),pp.76-81.

そ れ に 続 く西 方 の 環 状 ク リ ュ プ タ に つ い て は 加 藤 磨 殊 枝 『ロ ー マ の サ ン ・ク リ ソ ー ゴ ノ 聖

堂 壁 画 』(=AspectsofProblemsinWesternArtHistory,2)(東 京 、2001)p.79注13他 。

8)R.Krautheimer,EarlyChristianandByzantineAychitectuye,PenguinBook,1986,pp.60-63,

etpass.;Ch.Couasnon,TheChurchoftheHolySepulchreinJerusalem,Oxford,1974.

9)Egeria,Itineyayium,24,1-7(=FontesChristiani,20.訳 注G.Rowekamp.)Freiburg,1995,

PP.78-81お よ び225-231.Cf.P.M・ ・av・1,Lieuxsaintsetpelerinagesd'Orient,2eed.,P・ ・i・,

2004,pp.252-257.

10)Masuda,op.C2t.,pp.63-64.上 出 注2)。

11)Idem,"ChurchIonGemilerAda,"inTsuji{ed.),FirstPreliminaryReport,pp.57ffet

passim.

12)Brenk,op,C2t.上 記 注7)。
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13)

14)

15)

16)

17)

18)

19)

20)

21)

22)

23)

24)

25)

26)

27)

第II会 堂 周 辺 区 域 で 発 見 さ れ た 古 代 末 期 貨 幣 に つ い て は 拙 論 「エ リ ュ デ ニ ズ(ト ル コ 共 和

国 ム ー ラ 県 フ ェ テ ィ エ 市)の 古 代 末 期 ・初 期 ビ ザ ン テ ィ ン 遺 構 と 装 飾 の 編 年(1)一 そ の 一

一 」 『第13回 ヘ レ ニ ズ ム ・イ ス ラ ム 考 古 学 会 報 告 書 』(印 刷 中)を 参 照
。

Krautheimer,op.cit.,pp.59-60;Brenk,op.cit.pp .90-94.

K.Weitzmann,"CocaSanctaandtheRepresentationalArtsofPalestine ,"DumbartonDaks

Papers,28,ユ974,pp.31-55.

Egeria,op.cit.,p.97,esp.notes.pp.350--354.

ソ ボ ク レ ス 『ア ン テ ィ ゴ ネ 』(呉 茂 一 訳)、 「世 界 古 典 文 学 全 集8』(筑 摩 書 房 、 東 京 、1964)

pp.227-2540

上 出 の 呉 訳 に よ れ ば 、774行 の ク レ オ ン の 言 葉 は 「岩 屋 の 中 に 掘 り あ け た 空 洞 へ と 閉 じ こ

め る の だ 」 と な っ て い る が 、 同 じ く ク レ オ ン の 言 葉 の886行 は 「円 天 井 の 墓 穴 へ 閉 じ こ め

た う え … 」 と な っ て い る 。 こ れ は 原 文 の"KαtKα τηρε亟 τbμβω περ乱πτbξαvτεs"を こ う 解

し た た め 思 わ れ る 。

こ の 問 題 の 文 学 史 的 関 連 に つ い て は 下 記 を 参 考 に し た 。G .Bullough(ed.),Narrativeand

DramaticSourcesofShakespeare,Vol.1,London-NewYork ,1964,pp.268ff.な お 下 記 注21)

を 参 照 。

posteranocturnosAuroraremoveratignes,(82)solquepruinosasradiissiccaveratherbas:

(83)adsolitumcoierelocum.tummurmureparvo{84)multapriusquestistatuunt ,ut

noctesilenti(85)fallerecustodesforibusqueexcederetemptent
,(86)cumquedomo

exierint,urbisquoquetectarelinquant,(87)nevesiterrandumlatospatiantibusarvo
,(88}

conveniantadbustaNinilateantquesubumbra(89)arboris:arboribiniveisuberrima

pomis,(90)arduamorus,erat,gelidoconterminafonti.(91)pactaplacentaetlux,tarde

discederevisa,(92)praecipitaturaquis,etaquisnoxexitabisdem.(Met .N)

(http://etext.lib.virginia.edu/toc/modeng/public/OviLMet.html)

G.Bullough(ed.),op.cit.,pp.373-376.上 出 注19)。

speluncamDidoduxetTroianuseandemdeveniunt .primaetTellusetpronubaIunodant

signum;fulsereignesetconsciusaetherconubiissummoqueulularuntverticeNymphae .ille

diesprimusletiprimusquemalorumcausafait;nequeenimspeciefamavemoveturneciam

furtivumDidomeditaturamorem:coniugiumvocat ,hocpraetexitnomineculpam.(Aen.N,

165-173)

(http://www.fh-augsburg.de/～harsch/Chronologia/LsanteO1/Vergilius/ver _aeO4.htm1)

ロ シ ア か ら 来 た 修 道 士 ダ ニ エ ル は ボ ー ド ウ ィ ン 王 に 願 い 出 て 、 は じ め て 聖 墳 墓 に ラ ン プ を

献 じ る こ と が 出 来 た 。Brenk,op.cit.,pp.101-102.

「闇 」 の も た ら す 精 神 病 理 学 的 症 状 に つ い て は 常 盤 台 病 院 院 長 清 水 信 氏 に い ろ い ろ 御 教 示

い た だ い た 。 記 し て 謝 す る 。

Egeria,op.cit.,36,3,pp.2&9-270.

Belting,BildAnthYOpologie.EntwurfefuyeineBildwisssenschaft
,Munchen,2001.

原 始 の 洞 窟 壁 画 と 「闇 」 の も た ら す ト ラ ン ス 状 態 の 関 係 は 本 論 の 主 旨 と 深 く 関 わ っ て い る

よ う に 思 え る ・JeanClottesetDavidLewis-Williams .Leschamanesdelaprehistoire:transe

etmagiedapslesgrottesornees,Paris,1996,esp.pp.11ff.
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